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1 はじめに  

ある物資を複数の供給地から需要地へ公平に  

配分する問題が、Brown〔1】により最大化目的  

関数をもつネットワーク間筒として取り扱われ  

た。各需要地に∴臣ける物資の必要量は様々であ  

る。Brownはそのような点を考慮し、各需要  

地に重みを定め、各需要地への物資到着量をそ  

の重みで割り、それらの最小値を出来るだけ大  

きくする様な輸送パターンを求めることにより  

各需要地問の公平性を実現している。   

この間題では重みを定数と考えて定式化を行っ  

ているが、実際にはこの値の決定は非常に複雑  

かつ重要なことであり、さらに重み白身ある程  

度の幅をもったものと考えられる。そこで、我々  

はこのような点を改善するべく、重みを可能性  

変数（ファジィ数）として取り扱い、様相性最  

適化による一方法を提案する。  

さらに、スーパーソース，シンクにより拡大さ  

れたネットワークを〃＝（〃0＋（5）＋（1上），Ao＋  

（（5，五））＋（（王，祝）））とする。   
各需要点に設けられる重み可f）を、次式で定  

められるようなメンバシップ関数（図1参照）に  

より制限される不確定酎直，可能性変数とする。  

ル（り（坤））＝R（αf（坤）－df）2）  

ただし、α＞0，R：［0，＋∞）→【0，1】なる非増  

加関数とする。   

ここで、各需要点に流れ込むフローの満足度  

に対応するものとして  

机＝／（t）・ぴ（f）   

を考えると、その分布は  

抑（机）＝叫）佑）  

とすることができる 。ファジィ最適化を行うた  

め、各需要点に対してファジィ目標Gt（〃G－（・）：  

図2参照）として「机はだいたいg㌻以上であ  

る。」を設ける。フローに対する満足度が著し  

く低い需要点を無くしたいという意図から、Gt  

の可能性測度が最小となる点に関して、その値  

を最大化することにより定式化を行う。  

旦： mα‡五m五ze 呵n Ⅱれ（G上））  

β現ゎJecf fo yt＝／（t）・ひ（t），壬∈r  

∑揮，ブ）＝∑／（か）  
J∈Ⅳ  ゴ∈〃  

∑拍，盲）＝㌦  
；∈5  

∑／（i，f）＝／（f）  
i∈〃  

0≦／（i，J）≦c（f，ブ）  

2 定式化  

対象とするネットワークを∧も＝（〃0，Ao）と  

表す。ただし、∧も，Aoはそれぞれ輸送地点，ルー  

トに対応する節，枝集合である。また、次のよ  

うな記号を用いる  

供給点集合（⊂∧も）  

需要点集合（⊂〃0）  

スーパーソース  

スーパーシンク  

アーク（盲，J）におけるiからJ  

へのフロー  

アーク（i，ブ）の容量  

需要点fに流れ込むフローの総  

量（f∈r）  

∫  

r  

β  

l上  

／（f，ノ）   

C（f，ブ）  

／（f）  
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〃れ（・），楯．（・）は共に正規であるとすると、／lれ  

の単峰性，据fの非減少性により次の様な同値  

変形が可能である。  

Ⅲ11（Gt）＝ん亡   

⇔ stlplllill（〃れ（仇），〃G‘（机））＝／とょ  
y亡   

⇔「／旬（仇）＝／J′王を満足する最大の仇が  

／↓G－（肌）＝／ltを満足する。」  図1  

⇔／（  ＝／屯（んf）  

ただし、R＊（んt），1危（んf）は次の様に定義する0  

叩1f）＝（ 
S11p｛仰）’t，γ≧0｝  

成一（んt）＝inf川〃G－（り＞んf）   

したがって、貧は次問題為に変換できる。   

薫 ＝  
mαご云m五ze（や／もf）  

β′昆ムJec吉子o O≦んf≦1，f∈r  

図2  
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3 おわりに  

ここでは本研究における定式化の部分のみ紹  

介したが、解法については当日説明するつもり  

である。  
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